
                             

                             

                             

                             

 [第 324 号］             北日野公民館だより              令和 5 年 3月 15 日  

 

新
幹
線 

越
前
た
け
ふ
駅 

 

こ
の
コ
ラ
ム
を
書
い
て
い
る
今
䣍
駅
前
周
辺
の
整
備
が

急
ピ
䣹
チ
で
進
め
ら
れ
て
い
る
䣎
今
月
十
八
日
に
道
の
駅

䣓
越
前
た
け
ふ
䣔
開
駅
と
県
道
開
通
の
式
典
が
行
わ
れ
る

か
ら
だ
䣎
敦
賀
開
業
は
来
年
三
月
だ
が
道
の
駅
は
当
初
の

予
定
通
り
の
オ
䤀
プ
ン
に
な
䣬
た
䣎
こ
れ
か
ら
一
年
䣍
機

運
を
高
め
て
観
光
誘
客
等
を
進
め
て
い
く
の
だ
ろ
う
䣎 

道
の
駅
の
テ
䤀
マ
は
䣓
食
䣔
の
よ
う
だ
䣎䣓
年
中
美
味
し

い
越
前
ガ
ニ
が
食
べ
ら
れ
る
！
䣔
が
パ
ン
フ
の
前
面
に
あ

る
䣎
海
鮮
丼
や
ら
寿
司
や
ら
越
前
そ
ば
が
踊
䣬
て
い
る
䣎

線
路
を
点
検
す
る
車
両
の
汽
笛
も
時
々
聞
え
る
䣎
い
よ
い

よ
と
い
う
感
じ
だ
䣎 

住
所
は
大
屋
だ
䣎
市
か
ら
半
世
紀
前
に
町
民
に
新
駅
の

情
報
が
伝
え
ら
れ
農
業
の
み
の
土
地
利
用
に
制
限
さ
れ
民

間
開
発
を
出
来
な
く
し
た
䣎 

今
䣍
駅
前
に
立
つ
と
目
の
前
に
田
園
風
景
が
広
が
り
䣍

そ
の
先
に
村
国
山
が
優
し
く
た
た
ず
み
䣍
左
手
に
は
日
野

山
が
高
く
そ
び
え
て
い
る
䣎
風
光
明
媚
だ
䣎
癒
さ
れ
る
䦅

風
景
だ
䣎
と
こ
ろ
が
今
度
は
一
転
し
て
䣓
百
年
に
一
度
の

チ
䣺
ン
ス
䣔
と
か
で
大
規
模
開
発
の
計
画
が
あ
る
䣎
駅
前

は
賑
や
か
で
整
備
さ
れ
る
べ
き
と
い
う
固
定
観
念
が
あ
る 

で
も
僕
は
田
園
風
景
の
中
に
ポ
ツ
ン
と
一
軒
駅
も
素
敵
だ

と
思
䣬
て
い
る
䣎
志
の
あ
る
一
旗
揚
げ
た
い
商
業
者
等
が

身
の
丈
に
合
䣬
た
資
本
力
で
徐
々
に
進
出
す
れ
ば
い
い
䣎

あ
わ
て
な
く
て
い
い
䣎
そ
れ
よ
り
䣍
地
方
都
市
は
公
共
交

通
機
関
が
弱
い
䣎
新
幹
線
駅
と
武
生
駅
と
の
利
用
者
連
絡

や
観
光
客
等
の
目
的
地
ま
で
の
二
次
交
通
の
整
備
が
急
務

だ
ろ
う
䣎 

Ｔ
䥼
Ｎ 

 

帆山町の椿   撮影：日野フォトクラブ  

北日野地区の人口  4,246 名(2 月比 -3）（男 2,052 名 女 2,194 名）外国人含む 1,579 世帯(2 月比-2） 令和 5 年 3 月１日現在 

 



                             

                             

                             

                             

「コロナウイルス感染拡大予防対策の為、紙面を縮小させて頂きました」 

       〈地区の将来像〉  豊かな自然と誇れるふるさとづくり      令和 5年 3月 15 日（2）    

       

  

日
野
山
二
之
宮
神
社
䣓
観
音
堂
䣔 

 

聖
観
音
菩
薩
立
像 

県
指
定
文
化
財 

 
 

 

総
高 

約
二
〇
一
ｃｍ
・
桂
木
造 

享
保
六
年
䥹
１
７
２
１
年
䥺
の
䣕
鯖
江
藩

寺
社
改
牒
䣖
に
䣓
氏
神
観
音
堂
䣏
長
六
尺

弐
寸 

泰
澄
大
師
作 

三
間
四
面
䣐
氏
子

持
䣔
と
み
え
ま
す
䣎 

左
手
に
あ
る
䣣
蓮
䣥
は
䣍
未
敷
蓮
華
䥹
み

ぶ
れ
ん
げ
䥺
と
言
わ
れ
䣍
こ
の
蓮
華
を
持

た
れ
た
観
音
様
は
䣍
衆
生
救
済
の
た
め
に

菩
薩
に
な
ら
れ
た
こ
と
を
象
徴
し
て
い
ま

す
䣎
日
野
山
の
本
地
仏
と
み
ら
れ
䣍
十
二

世
紀
の
作
と
考
え
ら
れ
る
䣎 

観
音
祭 

四
月
一
八
日
・
七
月
一
八
日 

 

二
月
二
十
三
日
䥹
木
䥺
䣍
北
日
野
地
区
い
き
い
き

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
主
催
の 

囲
碁
ボ
䤀
ル
大
会
が
開
催 

さ
れ
ま
し
た
䣎
参
加
者
か 

ら
は
䣍
各
町
内
で
の
交
流 

が
で
き
て
よ
か
䣬
た
と
い 

う
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
䣎 

令
和
四
年
三
月
に
䣍䣓
き
た
ひ
の
探
訪
䣔
が
発
刊
さ

れ
た
こ
と
を
機
に
䣍
史
跡
の
紹
介
や
ウ
䣸
䤀
ク
ラ
リ

䤀
等
に
活
用
し
て
い
く
た
め
䣍
今
回
は
史
跡
看
板
の

制
作
を
企
画
し
ま
し
た
䣎 

各
町
内
ご
と
に
候
補
地
を
選
定
し
䣍
看
板
に
記
載

す
る
文
章
や
写
真
や
イ
ラ
ス
ト
な
ど
を
わ
か
り
や
す

く
䣍
ま
と
め
て
も
ら
い
ま
し
た
䣎 

各
グ
ル
䤀
プ
で
は
䣍
活
発
な
話
し
合
い
が
行
わ
れ
䣍

北
日
野
地
区
の
新
た
な
再
発
見
も
あ
り
ま
し
た
䣎 

令
和
六
年
春
に
は
䣍
北
陸
新
幹
線
が
敦
賀
ま
で
延

伸
さ
れ
䣍
北
日
野
地
区
は
䣍䣓
越
前
た
け
ふ
駅
䣔
が
設

置
さ
れ
ま
す
䣎
こ
れ
ら
の
史
跡
看
板
を
通
し
て
䣍
地

区
の
こ
と
を
も
䣬
と
知
り
䣍
地
域
づ
く
り
の
き
䣬
か

け
に
な
る
よ
う
な
充
実
し
た
䣍䣓
き
た
ひ
の
づ
く
り
大

集
会
䣔
で
し
た
䣎 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

総
務
部 

   

笏谷石製 
高さ ５０㎝ 
重 量  ４ ０

㎏ 

｢

Ａ
ブ
ロ
䣹
ク｣ 

一
位 

矢
放
Ｂ 

二
位 

平
林 

三
位 

庄
田 

 
第
三
ク
ラ
ブ
合
同 

｢

Ｂ
ブ
ロ
䣹
ク｣ 

一
位 

帆
山
さ
つ
き
会 

男
組 

二
位 

矢
船 

三
位 

大
屋
・
矢
放
Ａ 

三
月
十
一
日
䥹
土
䥺
䣍
日
赤
奉

仕
団
の
役
員
会
を
開
催
し
䣍
あ
ず

ま
袋
を
作
り
ま
し
た
䣎
あ
ず
ま
袋

は
一
枚
の
長
方
形
の
布
を
直
線

で
縫
い
合
わ
せ
て
作
り
䣍
カ
バ
ン

の
中
に
一
枚
あ
る
と
便
利
な
袋

で
す
䣎
皆
さ
ん
色
々
な
布
で
䣍
楽

し
み
な
が
ら
作
り
ま
し
た
䣎 

              
 

北
日
野
俳
句
会 

 
 

毎
月
第
一
・
三 

火
曜
日 

十
三
時
三
〇
分
䦅 一

五
時
三
〇
分 

 
 

 
十
七
音
か
ら
広
が
る
世
界
䣍
吟

行
や
ゲ
䤀
ム
大
会
䣍
ラ
ン
チ
会
な

ど
楽
し
い
時
間
を
ご
一
緒
し
ま
し

䣯
う
䣎
初
心
者
大
歓
迎
䣎
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
䣎 

 
 

新
幹
線
開
業
一
年
前
イ
ベ
ン
ト
＆ 

春
風
コ
ン
サ
䤀
ト
の
お
知
ら
せ 

 

三
月
十
八
日
䥹
土
䥺
䣍
越
前
た
け
ふ
駅
前
に
道
の
駅

が
オ
䤀
プ
ン
し
ま
す
䣎
午
前
十
一
時
か
ら
北
日
野
地

区
の
み
な
さ
ん
が
色
々
な
ス
テ
䤀
ジ
イ
ベ
ン
ト
に
出

演
し
ま
す
䣎
み
な
さ
ん
お
越
し
く
だ
さ
い
䣎 

 

三
月
二
十
一
日
䥹
火
・
祝
䥺䣍
北
日
野
小
学
校
体
育

館
に
て
䣍
春
風
コ
ン
サ
䤀
ト
を
開
催
し
ま
す
䣎
別
紙

チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
䣎 

䣎 
 
 

 
 

三
月
十
一
日 (
土)
䣍
市
民
プ

ラ
ザ
た
け
ふ
多
目
的
ホ
䤀
ル

に
て
䣍
令
和
四
年
度
地
域
自
治

振
興
事
業
䥹
特
別
事
業
䥺
の
報

告
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
䣎 

北
日
野
地
区
自
治
振
興
会

は
䣍
村
国
山
ト
レ
䣹
キ
ン
グ
コ

䤀
ス
整
備
事
業
に
つ
い
て
の

報
告
を
行
い
䣍
事
業
審
査
員
の

方
か
ら
は
䣍
素
晴
ら
し
い
内
容

で
䣍
今
後
多
く
の
方
々
に
利
用

し
て
も
ら
え
る
よ
う
更
に
工

夫
し
て
ほ
し
い
と
い
う
お
言

葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
䣎 

こ
れ
か
ら
も
地
区
の
皆
様

と
情
報
交
換
し
な
が
ら
進
め

て
い
き
た
い
で
す
䣎 



書
道
教
室
朝
の
部 

 
 

平
井
久
美
子
さ

ん 

 
 

 

                            

                             

                             

                             

おことわり：新型コロナウイルス感染状況により、行事を中止または変更させて頂く場合がございます。 
また、当日咳や発熱等の症状がある場合は参加をお断りさせて頂く事があります。あらかじめご了承ください。   

 （3）令和 5年 3月 15 日   ＜地区の将来像＞暮らしの安全、快適生活とインフラ整備            

３～４月の予定 

3 月 15 日(水) 木工教室（放） 
    18 日(土) 新幹線開業１年前イベント   

ウェルカムダンス（振）（公） 
   19 日(日) 雪どけクリーン作戦 (振) 

    21 日(火)  春風コンサート(振)(公) 
  25 日(土)  村国山登山道整備事業(振) 
31 日(金) 理事会 (振) 

4 月 7 日(金) 企画委員会(振) 
   15 日(土)  北日野地区自治振興会総会     

 
（放）放課後子ども教室 （公）公民館 
（振）北日野地区自治振興会 （子）子育てサロン  

休館日 毎週月曜日 3月 26 日（日） 
 

 
 
  

春季火災予防運動の実施について 
 

～令和５年３月２０日から２６日まで～ 
 
 
 
 
 
 

 
  
林野火災は春先にかけて多く発生し、悪条件が重なれば、
火災が拡大し、広範囲に渡って山林が燃えてしまいます。 

令和４年度第３回公民館運営協議会を開催しました 
３月８日（水）午後７時より、北日野公民館運営

協議会を開催し、公民館館長候補の推薦についてご
承認いただきました。令和４年度事業経過報告、令
和５年度事業の取り組みについて協議の上、質問ご
意見いただきました。 
これからも地域の声に耳を傾け、人と人がつなが

るまちづくり、地域づくりに取り組んでいきます。 
どうぞよろしくお願いします。 

〈目的〉 
この運動は、火災が発生しやすい時季を迎えるに当た
り、火災予防思想の一層の普及を図り、もって火災の
発生を防止し、高齢者を中心とする死傷者の発生を減
少させるとともに、財産の損失を防ぐことです。 

★火の用心のポイント★ 

●枯草等のある場所では、たき火をしないこと 

●強風時及び乾燥時には、たき火、火入れをしない 

●たき火や火入れを行う際は、届出を提出すること 

●火遊びはしない 

●たばこは、指定された場所で喫煙し、吸い殻は必ず

消し、投げ捨てないこと 

 

 

北日野駐在所の上山です。 

 私事ですが、本年の３月３１日をもって福井県

警察を退職することになりました。北日野駐在所

には１０年という長い期間お世話になりました。 

警察人生で一番長い期間の勤務地であり、長く勤

務できたのも、北日野地区の皆様のご理解とご協

力があったからです。 

 今後も機会があれば、北日野地区に顔を出しま

すので、その時は温かく迎えてやってください。 

 本当にありがとうございました。 

北日野公民館へのピアノ寄贈 

  

坂野正仁氏より、ピアノを寄贈していただき、感

謝状を贈らせていただきました。末永く使わせてい

ただきます。 

館長退任のご挨拶 

 地域の皆様方には、平素より公民館事業に、深いご理

解と温かいご支援を賜り、厚くお礼申し上げます。 

 さて、わたくしごとで恐縮ではございますが、館長職

の任期が３月末で満了となり、退任することとなりまし

た。４年と５か月在任させていただくことができました

のも、地域の皆様からいただいたご厚情のおかげと、心

より感謝申し上げます。 

 これからも、地域の皆様のパブリックスペースとして、

公民館が世代間交流の場となることを願い、北日野地区

のますますのご発展と、並びに地域の皆様のご健康とご

多幸をお祈りし、退任の挨拶とさせていただきます。                                             

                館長 吉村 年弘 

 お蔭様で３番目の子も卒園を迎えることとなり、私達
も１３年間通ったこども園から卒業です。今年は会長を
させて頂き改めて先生や地域の皆様のありがたさを感じ
ました。コロナだった為近年は先生方とコミニュケ―シ
ョンを取れなかったのですが、今年度は園長や主任との
話の中で、子どもたちの為に良い経験をさせたいという
気持ちがひしひしと伝わってきました。親としては本当
にありがたかったです。 
 ４月からは１年生になる３６名、北日野の皆様温かく
見守り、時には厳しくご指導していただければ幸いです。 
            

認定こども園北日野保護者 



                             

                             

   

［第 324 号]＜地区の将来像＞乳幼児から高齢者まで、笑顔と躍動あふれるコミュニティの形成   令和 5年 3月 15 日(4)  

 登山道脇などの湿った所に生えている草丈１０～１５

ｃｍの多年草。根元の葉、茎の葉共に長い柄がある。葉

は互生しうす緑色で毛がある。 
全体に水気がありやわらかい。 
茎の先にうす黄緑色の小さな花 
を数個つける。花びらは無く、 
がく４ おしべ４～８ めしべ１。 
中に茶色の種が多く見え、これ 
を猫の目に例えて名がついた。 
花後むかごができる。 
よく似たネコノメソウは横に 

這って広がり葉は対生する。 
これらより大きく葉が厚く 
苞（ほう）が黄色で目立つのは 
ホクリクネコノメソウである。 

《 ヤマネコノメソウ（ユキノシタ科） 》 

表
紙
の
俳
句
は
䣍
北
日
野
俳
句
会 

三
好
弘
幸
さ
ん
䥹
小
野
谷
町
䥺
の
作
品
で
す 

 西側の登山道や車道脇に生えている草丈２０

ｃｍほどの多年草。春先、細い茎を数本出しまば

らに枝分かれする。葉は常緑で長い柄がある。３

複葉で葉裏は紫色をおびる。茎の先に下向きに小

さい径５ｍｍの花をつける。がくは花びら状で白

色うす紅色をおびる。花びらはがくより小さく下 
は筒状。 
おしべ９～１４ 
めしべ２～４。 
トリカブトに 
似ているが小さ 
いので姫鳥頭と 
いう。 

《 ヒメウズ（キンポウゲ科） 》 

ホクリクネコノメソウ 

ヨガ教室 3/7 
 今年 5 回教室としてやって
きたヨガ教室の最後の回が終
わりました。みなさん普段使
わない筋肉の存在を感じなが
ら楽しんでいました。来年度
は自主講座として継続しま
す。参加者募集中です！ 
 
 

原木しいたけの菌打ち 3/9 
実際に木に生えたしいたけも見せても

らい、その後子どもたちで木に菌打ちを行
いました。成⾧が楽しみです。 
 

編集・発行  越 前 市 北 日 野 公 民 館 

北日野地区自治振興会（北日野公民館内） 

メ
䤀
ル
投
稿
䣍
原
稿
な
ど
は 

↓

こ
ち
ら
か
ら
ど
う
ぞ
♪ 

〒915-0052 福井県越前市矢放町 21-11 tel/fax:0778-23-4603 

        E-mail:kitahino_ko@city.echizen.lg.jp 

https://kitahino.jp/ 

お友達登録は→のＱＲコード
で 

北日野地区自治振興会の 
ホームページが出来ました！ 3/13 
北日野地区の魅力が詰まったホームペー
ジが公開されました！これからもどんど
ん情報を発信していきたいと思います！ 
 

 
 
 
 

新幹線ウェルカムダンス！3/5  3/12 
３月１８日の道の駅オープニングに

向けて子どもも大人も練習中です！ 

自治振興会のＴシャツが 
新しくなりました！ 
これからどんどん使って
くださいね！ 


